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地盤工学教育のこれから 

我が国では2008年をピークに総人口が減少に転じており，人口減少時代を迎えています。今後より一層の人口

減少が想定され，世の中のさまざまな業種・分野においてデジタルトランスフォーメーション（DX）への取り組

みが始まっていることから，人々の価値観の変容は進んでいくと考えられます。時代に合わせて，地盤工学の技

術者に求められることも変化しており，対応できる人材を育てることが重要です。人材という最も根本のリソー

スが減少していく中，未来を担う力をどのように育てていくのか，ということについて，多くの皆様が悩み日々

奮闘されていることと思います。 

本号では，「地盤工学教育のこれから」と題し，変革する時代に向けて，様々な立場における新たな教育の取り

組みを紹介いたします。総説では，技術普及委員会でのオンラインイベントの試みを事例として，今後の地盤工

学教育に求められる形について言及されています。3 編の論説では，コロナ禍における大学教育の課題およびそ

の解決に向けた取り組みや目指すべき将来像について論じられているほか，今後より一層の発展が期待される海

洋地盤工学分野の教育の在り方について論じられています。4 編の報告では，ＶＲ技術を現場施工や安全教育に

活用している事例，一般市民に理解しにくい事象を目に見える実験を通じてわかりやすく教育している事例やコ

ロナ禍に対応した遠隔での新しい実習の試みなど，まさにこれからの地盤工学教育の実践といえる内容が報告さ

れています。 

人口の減少や技術の進歩，コロナ禍という大きな時代の変化が発生している中で，多くの皆様が新しい取り組

みにチャレンジされ，これからの地盤工学教育を模索しております。本特集が，読者諸氏にとって新たな興味・

関心・気付きのきっかけとなり，皆様それぞれのお立場で時代の変革に対応する一助となることを期待しており

ます。 
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